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◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

０
７

月
３

１
日

(
日

)
 

晴
時

々
曇

り
、

２
３

℃
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

前
田

 
正

、
生

熊
敏

男
、

畑
林

秀
味

・
清

子
、

 

橋
本

 
梓

、
大

江
徳

子
、

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
 

計
８

名
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 去
る

六
月

十
一

日
～

十
二

日
、

㈱
斉

藤
鐵

工
所

四
名

の
応

援
を

得
て

小
屋

屋
根

の
下

地
ペ

ン
キ

塗
り

を
行

っ
た

。
 

亜
鉛

メ
ッ

キ
ト

タ
ン

の
下

塗
り

に
は

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

塗
料

が
適

し
て

い
て

そ
れ

を
専

用
薄

め
液

で
調

整
し

て
、

そ
の

時
四

名
が

中
心

に
な

り
塗

っ
て

頂

い
た

が
、

二
～

三
割

方
残

し
塗

料
不

足
で

や
む

な
く

次
回

に
や

る
こ

と
に

な

っ
て

い
た

。
 

新
宮

か
ら

の
七

名
は

、
今

回
残

り
の

仕
上

げ
と

小
屋

の
毛

布
干

し
を

メ
イ

ン
に

、
良

い
天

気
と

見
込

ん
で

六
時

半
、

川
島

・
畑

林
車

の
二

台
で

出
発

。
 

い
つ

も
の

コ
ー

ス
の

国
道

１
６

８
号

か
ら

３
１

１
号

に
入

り
北

山
村

大
沼

を
通

り
８

時
に

登
山

口
へ

。
 

荷
揚

げ
は

少
な

い
が

、
嵩

張
る

１
斗

缶
( も

は
ら

ク
リ

ニ
ッ

ク
寄

贈
) ５

個

を
積

ん
だ

の
で

、
各

荷
物

だ
け

は
モ

ノ
レ

ー
ル

へ
積

み
そ

れ
ぞ

れ
登

り
出

す
。
 
 

行
仙

宿
に

９
時

前
に

到
着

し
、

ま
ず

毛
布

干
し

場
の

ロ
ー

プ
張

り
後

、
塗

料
の

小
分

け
と

濃
度

の
調

整
だ

が
こ

れ
が

な
か

な
か

難
し

い
。
 

川
島

さ
ん

は
塗

料
付

着
防

止
に

、
使

い
古

し
の

つ
な

ぎ
仕

様
保

護
服

を
薦

め
て

く
れ

る
が

、
汗

か
き

者
で

は
仕

事
に

な
ら

な
い

。
幸

い
ペ

ン
キ

が
飛

び

散
る

程
の

風
が

無
く

着
な

い
で

や
る

こ
と

に
す

る
。
 

ま
ず

三
人
( 前

田
・

川
島

・
生

熊
) が

屋
根

に
上

が
っ

て
塗

装
に

取
り

掛
か

る
、

後
の

者
は

毛
布

干
し

と
雨

樋
の

掃
除

に
分

か
れ

て
作

業
に

掛
か

る
。
 

今
回

の
下

塗
り

塗
料

は
、

前
回

と
色

が
違
う
白
色

塗
料

だ
が
影
響

が
無

い

の
だ
ろ
う

。
 

 
 

 

張
り

ロ
ー

プ
・

管
理

棟
・

行
仙

宿
屋

根
等

に
毛

布
干

し
 

 
 

波
ト

タ
ン

用
ス

ポ
ン
ジ

ロ
ー
ラ

ー
を
転

が
し

て
塗

っ
て
ゆ

く
が

、
ト

タ
ン

止
め
釘

に
引

っ
か

か
っ

て
破

れ
て

し
ま
う
劣
化

か
も

、
仕

方
無

し
に
普

通
の

刷
毛

に
か
え

て
塗

る
。
 

前
回

、
㈱

斉
藤

鐵
工

所
の
皆

さ
ん

の
と

き
は

上
手

に
塗

れ
て

い
た

様
に

見

え
た

が
、
我

が
輩

の
使

い
方

が
悪

い
の

か
、

ト
タ

ン
が
焼

け
て

い
る

上
に

、

塗
料

の
希
釈

が
ま
ち

ま
ち

だ
か

ら
す

ぐ
に
固

ま
っ

て
し

ま
い

、
塗

装
面

も
斑

が
多

く
今

回
下

地
塗

り
だ

か
ら

い
い

様
な

も
の

の
、

本
塗

り
で

は
恥

ず
か

し

い
も

の
だ

。
 

 
 

 
 

ペ
ン

キ
塗

り
作

業
前

 
 

 
新

規
玄

関
屋

根
下

塗
り

 
前

回
塗

残
し

箇
所

下
塗

り
 



 2 

 
 

 

ペ
ン

キ
下

塗
り

終
え

る
 

 
 

 
 

 
 

 
昼

食
歓

談
中
 

 

１
０

時
過

ぎ
に

小
休

止
す

る
も

正
午

ま
で

に
は

一
応

下
塗

り
、

樋
掃

除
、

毛
布

干
し
( 管
理
棟

屋
根

に
も

干
し

た
の

で
、

下
毛

布
3
2
枚

、
上

毛
布

6
0

枚
、

計
９

２
枚

と
殆

ん
ど

干
す

こ
と

が
出
来

た
）

が
略
終
わ

っ
た

。
 

宿
泊

者
は

、
梅

雨
時
期

に
湿

っ
た

毛
布

が
干

さ
れ

た
の

で
、
暫

く
の
間

気

持
ち

良
い

こ
と

だ
ろ
う

。
 

毛
布
( ９

２
枚
) を

四
つ
折

り
に
畳

ん
だ

、
畑

林
・

大
江

さ
ん

本
当

に
お
疲

れ
様

で
し

た
。
 

庇
の

樋
掃

除
に

つ
い

て
は

、
今

の
と

こ
ろ

樋
に

掛
け

た
網
目
( 三
ミ

リ
）
か

ら
通

り
抜

け
る
ゴ
ミ

は
、
ど
う

し
ょ
う

も
無

い
と
思
う

。
も

っ
と
細

い
網
目

が
あ

れ
ば

い
い

と
思
う

が
、
又

少
し

樋
に
勾
配

が
あ

れ
ば
水

の
勢

い
で
流

れ

落
ち

る
の

だ
が

。
水
槽
手

前
に
泥
溜

め
の
よ
う

な
も

の
を

取
付

け
て

そ
の
都

度
取

り
除

け
な

い
か

と
思
う

が
、
何

か
他

に
良

い
方
法

が
無

い
も

の
か

。
 

昼
食

を
終
え

た
一

時
頃

、
最
近

山
彦

が
購

入
し

た
無
線
機

で
、

本
日

行
仙

宿
へ
向

か
っ

て
い

る
梶

野
さ

ん
と
電
波
状
態

の
テ

ス
ト

を
( 浦
向
集
落

か
ら

可
) 兼
ね

て
、
も
う

す
ぐ

小
屋

を
降

り
る
旨

を
伝
え

て
、
作

業
道
具
及

び
宿
内

の
片

付
け

を
済

ま
せ

１
４

時
前

に
下

山
す

る
。
 

本
日
我

々
以
外

の
登

山
者

と
言
え
ば

、
１

０
時
頃

だ
っ

た
か

、
会
友

の
岡

室
 
進

さ
ん

が
、
ひ
ょ

っ
こ

り
登

っ
て
来

ら
れ

、
継

ノ
窟

へ
行

か
れ
帰

り
は

小
屋

で
昼
食

を
済

ま
せ

、
１

２
時

前
に

下
山

さ
れ

た
。
 

下
山

す
る

と
登

山
口

で
待
受

け
て

い
た

梶
野

さ
ん

と
合
流

、
 

梶
野

さ
ん

は
、
早
速

着
い

た
モ

ノ
レ

ー
ル

の
荷

台
へ

荷
物
落

下
防

止
の
ボ

ー
ド
板

を
手
早

く
取

付
け

て
下

さ
り

、
こ

れ
で
運
転

中
も

気
に

し
な

い
で
安

心
で

き
る

。
 

丁
度

そ
こ

へ
、

い
つ

も
お
世
話

に
な

っ
て

い
る

地
元

の
地
主

・
上

平
一
郎

前
村
長

さ
ん

が
見
え

ら
れ

、
川

島
代
表

が
挨
拶

さ
れ

て
い

る
、
ご

子
息

と
山

の
見

回
り

ら
し

く
、
暫

く
し

て
か

ら
林

道
奥

へ
向

か
わ

れ
た

。
 

本
日
全
員

で
の
集
合
写
真

後
、

梶
野

さ
ん

は
こ

れ
か

ら
行

仙
宿

小
屋

へ
配

線
ヒ
ュ

ー
ズ

を
取

付
け

る
為

、
行

仙
宿

へ
上

る
と
言
う

。
 

沖
﨑
氏

調
達

の
軽
油

・
潤
滑
油

を
入

れ
る
頑
丈

な
樹

脂
箱

は
、
Ｍ
機
駐
機

地
に
据
え

る
様

に
梶

野
さ

ん
に
依
頼

し
て
帰

る
こ

と
に

。
 

天
気

も
寸

時
怪

し
い

時
も
あ

っ
た

が
、
雨

に
遇
わ

ず
１

６
時
過

ぎ
新

宮
着

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

ト
ユ

掃
除

後
網

張
り

中
 

荷
台

に
側
壁

ボ
ー

ド
板

取
付

け
 

本
日

の
作

業
者
 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

新
宮

6
:3
0
→
8
:0
0
行

仙
宿

登
山

口
8
:0
5
→
8
:4
5
行

仙
宿
→
1
0
:1
5
休
憩

1
0
:3
0
→
1
2
:0
0
昼
食

1
2
:4
0
→

作
業
→
持
経

宿
1
3
:5
0
→
1
4
:2
0

登
山

口

1
4
:5
5
→
1
6
:1
0
新

宮
。
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